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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡
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人
が
賑
わ
う
ま
ち
に
は
、
人
を
惹
き
つ
け
る
魅

力
が
あ
る
。
そ
の
魅
力
に
も
様
々
な
要
因
が
あ
る

が
、タ
ワ
ー
は
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
分
か
り
や
す
い
。

東
に
東
京
タ
ワ
ー
が
あ
れ
ば
、
西
に
は
通
天
閣
が

あ
る
。
そ
の
お
膝
元
に
あ
る
商
店
街
﹁
ジ
ャ
ン
ジ
ャ

ン
横
丁
﹂
を
紹
介
し
た
い
。

　

天
王
寺
の
西
側
に
開
業
し
た
飛
田
遊
郭
と
新
世

界
と
を
繋
ぐ
道
と
し
て
大
正
一
〇
年
︵
一
九
二
一

年
︶
に
開
通
し
た
。
歓
楽
街
で
あ
っ
た
新
世
界
と

花
街
を
結
ぶ
ル
ー
ト
か
ら
、
飲
食
店
な
ど
が
ひ
し

め
き
人
で
賑
わ
い
、
そ
の
雑
踏
の
風
景
か
ら
﹁
軍

艦
横
丁
﹂
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
正
式
名
称
は

﹁
南
陽
商
店
街
﹂
で
、
昔
は
店
の
呼
び
込
み
で
三
味

線
を
鳴
ら
し
て
い
た
の
が
俗
称
の
由
来
で
あ
っ
た
。

　

戦
前
に
は
、
商
店
街
の
北
側
に
浴
場
や
演
舞
場

な
ど
を
備
え
た
総
合
娯
楽
施
設
が
あ
っ
た
が
、
大
阪

大
空
襲
で
焼
失
し
た
。
昭
和
二
五
年
︵
一
九
五
〇

年
︶
に
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
が
開
場
し
、
あ
い
り
ん
地

区
の
労
働
者
が
詰
め
掛
け
大
繁
盛
し
た
。
し
か
し
、

バ
ブ
ル
崩
壊
と
共
に
建
設
業
が
落
ち
込
み
、
ま
ち
か

ら
労
働
者
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
﹁
ふ
た
り
っ
子
﹂
が
放
送

さ
れ
、
一
気
に
こ
の
下
町
が
全
国
に
知
れ
渡
り
、
労

働
者
か
ら
観
光
客
の
ま
ち
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

昨
年
ま
で
は
外
国
の
旅
行
者
で
溢
れ
返
り
、
大

変
な
賑
い
を
み
せ
て
い
た
が
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
出
現
で
賑
わ
い
が
消
え
た
。
今
ま
で

も
様
々
な
困
難
を
、商
店
街
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
乗
り
越
え
て
き
た
。
大
阪
名
物
串
か
つ
屋
、
こ

こ
で
生
ま
れ
た
千
成
屋
の
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
人
々
が
こ
の
ま
ち
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
賑
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

激
変
す
る
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
　
　

　
対
応
で
き
る
建
築
士
会
を
目
指
し
て

運
営
部
門
長　

岡
㟢　

雅

　

昨
年
来
検
討
し
て
き
た
会
員
増
強
策
・
財
政
安

定
の
方
策
を
、運
営
部
門
で
吟
味
し
、で
き
る
こ
と

か
ら
実
行
に
移
し
て
い
く
と
い
う
方
針
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
日
建
学
院
様
・
総
合
資
格
様
と

の
提
携
に
よ
る
会
員
割
引
な
ど
す
で
に
開
始
済
の

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
具
体
策
を
検
討
し
て
い
る

最
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
部
門
会
議
自
体
の
中

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
感
染
症
が
今

後
社
会
・
経
済
に
も
た
ら
す
影
響
は
未
知
数
で
す
。

　

た
だ
、
リ
モ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
る
状
況
に
よ
っ

て
、
議
題
に
上
が
り
な
が
ら
中
々
実
行
で
き
な

か
っ
た
建
築
士
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
こ
の
機
会
に

一
気
に
進
み
ま
す
。﹁
大
阪
府
建
築
士
会
電
子
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
部

門
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

会
員
増
強
・
財
政
安
定
に
向
け
て
の
基
盤
が
整
う

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

自
粛
期
間
中
は
我
々
建
築
士
が
活
躍
す
る
場
は

あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
ウ

イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
段
階
で
は
、

世
間
の
価
値
観
、
生
活
様
式
は
大
き
く
変
化
し
そ

う
で
す
。
リ
モ
ー
ト
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
時

間
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
生
活
や
空
間
に
質
が
求
め

ら
れ
る
と
き
こ
そ
建
築
士
の
出
番
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
き
な
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る

柔
軟
な
建
築
士
会
の
運
営
を
目
指
し
ま
す
。
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INFORMATIONの詳細は本会ホームページに掲載しています。本会の事業はホームページから申込できます。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階  http://www.aba-osakafu.or.jp/
メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

INFORMATION

日程・テーマ
10/7（水）	 建築技術者の社会貢献活動

と個人スキルの向上
　　　　　　　（申込締切9/23）
　10/30（金）　医療・福祉と住まい・まち
　　　　　　　（申込締切10/16）
11/27（金）　持続可能な開発目標（SDGs）

の内容と取組
　　　　　　　（申込締切11/13）
時間　18：15〜19：45
会場　堺市役所本庁本館	地下大会議室
定員　各15名（定員に達し次第締切）
参加費　10/7　無料
　　　　10/30、11/27
　　　　　　　	会員300円		会員外500円
　　　　　　　	学生5名まで無料

歴史的建築物の保存と活用
〜建築基準法3条1項3号の適用に
かかる手続きと事例紹介〜
10/23　CPD3単位（予定）

歴史的建築物の利活用の動きが全国的に広
がりを見せていますが、用途変更や増改築する
場合に現行の建築基準法に適合させることが
難しいことが少なくありません。こうした利活用を
促進するための手法として法3条1項3号に基
づき地方公共団体の条例により保存のための
措置が講じられ、建築審査会の同意を得て特定
行政庁が指定したものについて、建築基準法
の適用を除外する仕組みが設けられています。
今回は建築基準法3条第1項第3号の適用に
係る手続きと利活用の事例について紹介いた
します。
日時　10月23日（金）　14：00〜17：20
会場　大阪府建築健保会館	6階ホール
定員　70名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円
　　　　一般5,500円

体験セミナー「苔テラリウム」づくり
苔おじさんに学ぶ
小さな苔から地球温暖化帽子?!
10/31　CPD3単位

苔遊びの第一人者泉原一弥氏から地球温暖
化防止について学びます。その後、「苔テラリウ
ム」づくりを体験していただきます。泉原氏は、水
生生物を飼育する設備は「アクアリウム」です。
「アクア」は水の意味です。「アクア」のかわりに
「テラ」を挿入します。「テラ」とは、大地・陸地・
地球の意味です。続けると「テラリウム」となり、
苔だけを使うので「苔テラリウム」になり、小さな
器の中の地球ということでとおっしゃっています。
完成した作品は各自お持ち帰りいただきます。
日時　10月31日（土）　14：00〜16：30
会場　大阪府建築士会	東会議室
講師　日本苔緑化研究所所長　泉原一弥氏
参加費　新入会員・学生500円
　　　　会員1,000円　会員外1,500円
※別途基本材料代1,500円頂戴します。
定員　30名（申込み先着順）

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
2/3　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　2021年2月3日（水）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館	6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　40名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習10/7、11/4　CPD各5単位
更新講習12/22、1/15、2/8、2/25  CPD各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修了
した建築士のみに認められる業務です。ぜひ本
講習で新たな業務の資格を取得してください。
なお、2017年度に本講習を修了された方は本
年度が有効期限となりますので、更新講習をご
受講ください。
▼新規講習（対面講習）
　日時　10/7（水）、11/4（水）
　　　　9：30〜17：10
　会場　大阪府建築士会
　定員　各20名（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込22,000円
　　　　　WEB申込21,450円
▼更新講習（DVD+対面講習）
　日時　12/22（火）、1/15（金）、2/8（月）、
　　　　2/25（木）　13：30〜16：50
　会場　12/22　大阪国際交流センター
　　　　1/15、2/8、2/25
　　　　　　　　大阪府建築健保会館
　定員　12/22　100名
　　　　1/15、2/8、2/25　各50名
　　　　（定員に達し次第締切）
　受講料　郵送申込17,600円
　　　　　WEB申込17,000円
▼詳細・申込
日本建築士会連合会ホームページよりお
申込みください。

建築士の会「堺・高石」カフェ
（a round table talk）

10/7、10/30、11/27　CPD各2単位（予定）

地域の建築士をはじめ様々な方が集まり、様々
なテーマで情報交換を行う3回シリーズのセミ
ナーです。ぜひご参加ください。

　2/26（金）	 大阪府建築士事務所協会	 10名
※3/25（木）	 大阪府建築士会	 20名
時間　		9：15〜17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込書配布場所
大阪府建築士会及び大阪府建築士事務
所協会事務局又は、建築技術教育普及セン
ターHPからダウンロード（平成29年度受講
者には、直接申込書を郵送しています。）

申込方法
　上記事務局へ持参又は簡易書留による郵送。
受付場所（送付場所）
※印の日程　　　大阪府建築士会事務局
※印以外の日程　大阪府建築士事務所協会
　　　　　　　　事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申込
みも可能です。
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

令和2年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
11/11、1/26、2/19、3/10　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験豊富
なベテラン技術者の講師による解説と映像で、
実務に役立つ情報を提供いたします。なお、監
理技術者以外の建築士や技術者の方も受講
が可能です。日頃の工事監理業務に役立ちま
すので、ぜひご受講下さい。
日程　令和2年11/11（水）
　　　令和3年1/26（火）、2/19（金）、3/10（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回20名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページより

お申込みください。

大阪府知事指定講習
2020年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法》
9/15・12/1・1/21　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが
できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①9月15日（火）　②12月1日（火）
　　　③2021年1月21日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館	6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各40名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,300円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）
※受講料及びテキスト代金は、事前にお振込願
います。その際振込手数料もご負担願います。

本会主催の講習会等では座席の離間距離確
保等の新型コロナ感染防止対策を行います。
受講者におかれましてもマスク着用、手指のア
ルコール消毒等のご協力をお願いします。

既存建築物耐震診断等の評価・評定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物な
ど、申込者が検討した建築物の耐震診断及び
耐震補強計画について、専門的観点のもとに
審査・審議を行い、妥当であると認める申込案
件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
公共・民間等の建築種別、用途、規模、構造
種別は問いません。また、他府県の建築物も
対象としております。

（会員特典）
申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10％割引があります。

令和2年度建築士定期講習
10/1、11/4、12/16、1/19、1/28、2/9、2/17、
2/26、3/24、3/25、3/31
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
29年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず年度内
に受講してください。
▼対面講習
日程・会場・定員
※10/1（木）	 大阪国際会議場	 200名
※11/4（水）	 大阪国際会議場	 440名
　12/16（水）	大阪国際会議場	 200名
　1/28（木）	 大阪府建築健保会館	 55名
※2/9（火）	 大阪国際会議場	 200名
　2/17（水）	 大阪国際交流センター	 120名
　3/24（水）	 大阪国際会議場	 200名
　3/31（水）	 大阪YMCA会館	 120名
▼DVD講習
日程・会場・定員
※1/19（火）	 大阪府建築士会	 　20名

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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8/ 4 大阪府収用委員会
8/ 21 臨時近畿建築士会協議会
8/ 25 柏原市応急危険度判定協定調印式

9 月 13 日に実施する、二級建築士製図試
験の大阪の実施会場は、コロナ禍の影響
により、当初予定の近畿大学東大阪キャ
ンパスから、大阪大学の吹田キャンパス

（C1 棟、U2 棟、U3 棟）及び箕面キャン
パス（A 棟）の 2カ所に分かれて実施
することとなり、受験予定者全員に通知
しました。大阪では 1,080 名の受験を予
定しており、試験監理員 76 名態勢で試
験運営を行います。課題は「シェアハウ
スを併設した高齢者夫婦の住まい」です。

国土交通省の「令和 2 年度空き家対策の
担い手強化･連携モデル事業」に、本会が
大阪府と共同で応募した「オープン空き
家構想～コンバージョン（用途変更）に
よる空き家の利活用促進事業」が、7 月
30 日付けで採択され、補助金 4,922 千円
が決定しました。今年は全国から 117 件
の応募があり 59 件が採択されました。
2019 年の改正建築基準法では、空き家の
他用途への転用を推進するため、用途変
更の建築確認申請対象面積が 200㎡に拡
大された他、住宅の特殊建築物への変更
が容易となる改正が盛り込まれました。
本事業では、空き家のコンバージョンを
促進するため、建築基準法等の関係法令
のわかりやすい解説を行います。また、
大阪にはコンバージョンにより魅力的な
店舗等に生まれ変わった事例が多くあり、
これらの事例調査を通し、その計画や経
営のノウハウ等を整理してガイドブック
にまとめ、空き家所有者をはじめ、活用
を提案する立場の宅建士や建築士を対象
としたセミナーを開催する予定です。
事業は「大阪の住まい活性化フォーラム」
の枠組みを活用し、（公社）全日本不動産

協会、大阪弁護士会と連携して行います。

柏原市の避難所応急危険度判定の協定調
印式を、8 月 25 日に柏原市市長室にお
いて行いました。調印式には、冨宅市長、
松井副市長、森本都市デザイン部長等が、
本会から岡本会長、濵田副会長、熊田理
事、辻野地域幹事等が出席して、市長・
会長が協定書に署名しました。調印後、
読売新聞社、建設新聞社 6 社の記者及び
ジェイコムから取材があり、8 月 26 日の
J：COMチャンネル（地デジ 11ch）ジ
モト応援！大阪つながる Newsで、調印
式の様子が放映されました。
協定は、大地震発生時に対応可能な本会
の地元応急危険度判定士が市役所に参集
し、市職員とともに小学校体育館等の避
難所を回り、安全に使用可能か否かを判
定するものです。柏原市及び近隣市在住
の地元判定士にご協力をお願いしたとこ
ろ 19 名から応諾がありました。今後、市
と判定訓練等を通じ、有事の際にスムー
ズな判定活動ができるよう取り組みます。

文化庁の「令和 2 年度地域文化財総合活
用推進事業（補助額 17,970,000 円）」は、
ヘリテージ委員会が所管する大阪府ヘリ
テージマネージャー協議会において、順
調に取り組みを進めています。
①ヘリテージマネージャー育成講座
定員を超える受講申込があり、最終 23
名の受講者を対象として、8/29に第 1 回
の講座を開催しました。講座は 1/16の
第 10 回まで毎月開催します。

②大阪文化財ナビの WEB 配信事業
Web 配信の「大阪文化財ナビ」の多言
語化として、韓国語版と中国語版（簡体
字）を追加します。また、一般市民にわ
かりやすいよう建築等の専門用語解説や、
様々な視点から建造物を見られる 360 度
カメラ写真機能の導入を進めています。
③歴史的建造物マップの作成
今年度は南河内地域を対象として、マッ
プに掲載する 70 件以上の登録文化財等
の所有者と掲載調整を行っています。
④登録文化財等案内説明板制作事業
登録文化財等の現地見学者向けに設置す
る「案内説明板」を制作し提供する事業
について、所有者にご案内しています。
⑤登録文化財活用事業
登録文化財を会場として、一般市民を対
象としたワークショップを実施し、文化
財に親しんでいただく「はじめよう文化
財の活用」を 5 会場で行う予定です。
ちなみに昨年は、正木記念邸で和菓子
作りと茶道体験など、6 会場でワーク
ショップを行いました。その他、重要文
化財の中之島図書館で大阪講談を聞く事
業の準備を進めています。

宅地建物取引業法では、既存住宅の売買
時に仲介事業者等に対し、建築士が行う

「既存住宅状況調査」の説明が義務付け
られており、本会では 2017 年から調査
資格取得の講習を実施しています。
資格有効期間の 3 年を経過する有資格者
は、更新講習を受講し修了することによ
り資格の継続ができます。
大阪では建築士会登録の更新対象者が約
900 名おられ、本会のインスペクション
委員会では、更新講習を 9 月から毎月開
催する準備を進めています。更新講習は、
調査実務の概要や調査における注意点等
の解説を、DVDと講義により、約 3 時
間実施します。また、既存住宅状況調査
技術者の資格を持っておられない建築士
を対象とした新規講習も開催しますの
で、ぜひこの機会にご受講ください。な
お講習の申込は、日本建築士会連合会の
ホームページからWebにより行えます。

動静レポート

調印式出席者（左から 3 人目が冨宅市長）

会長動静

「既存住宅状況調査技術者更新講習」
の準備状況

社会貢献部門

二級建築士製図試験会場変更

運営部門

令和 2 年度国交省空き家モデル補助事
業に本会応募案が採択

社会貢献部門

柏原市避難所応急危険度判定協定調印
式を実施

社会貢献部門

文化庁地域文化財総合活用補助事業の
進捗状況

社会貢献部門 
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Gallery 建築作品紹介 NTN 和歌山製作所 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

「なめらかな社会の実現に貢献する」という企業理念のもと、ものづく
り環境の刷新を目的とした既存工場の移転・建替計画である。広大な台
地のうえで南北 330m ×東西 160m の継ぎ目のない大きな曲面屋根が地
形と一体となって「なめらかさ」をシンボライズしている。内部には
300 ｍに及ぶ吹抜け通路「コロコロード」を設け、1 階は自動搬送設備
の主動線とし、2 階には様々なスケールのミーティングスペースを配し
た。人・モノの流れを顕在化させ、ものづくりの要となる「情報」が行
き交う交差点としている。働く人が自ら考え行動できるワークプレイス
型ファクトリーを目指した。　　　　　　　　　（髙橋達夫・石本明子）

所 在 地：和歌山県橋本市
用　　途：精密機械製作工場
　　　　　（ベアリング）
竣　　工：2020.04
構造規模：S造
　　　　　B0・F2・P0
敷地面積：109,142.19㎡
建築面積：50,603.58㎡
延床面積：65,032.01㎡
写　　真：フォト・ビューロー
　　　　　庄野新
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Gallery 建築作品紹介 L I GH T　FAL L I NG 設計：マニエラ建築設計事務所　
施工：西友建設

北に箕面連山を望む住宅地に位置する敷地は、間口 5.7m、奥行 20m の
細長い敷地であった。3 方を住宅に囲まれるため、階段に面した吹き抜け
と上部の大型トップライトにより、1 階の LDK に光が降り注ぐ計画とした。
階段下のガラス 1 枚を挟み内外の水面が繋がる水盤は、外の緑を水面に
取り込み揺らぎを壁や天井に投映する。内外の境界を消し、光・風、時
の移ろいを感じられる仕掛となっている。外観は基礎をダイナミックに跳ね
出し、外壁をモルタル櫛引仕上とした事で力強さを表している。トップライ
トから屋上へ上がると、広い空、四季折々の箕面連山を見渡す施主こだわ
りの空間が広がる。この空間で家族の絆がより深められていくだろう。

所 在 地：大阪府箕面市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2020.05
構造設計：土屋設計
構造規模：木造
　　　　　地上 2階建
敷地面積：115.12㎡
建築面積：58.17㎡
延床面積：107.32㎡
写　　真：喜多　章



2020.09  建築人 8



9 2020.09  建築人

松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
九
年
十
一
月
末
、
沖
縄
県
那
覇
市
の
米

軍
基
地
返
還
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
都
心
と
呼
ば

れ
る
地
区
に
二
〇
〇
七
年
に
建
設
さ
れ
た
沖
縄
県

立
博
物
館
・
美
術
館
を
再
訪
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

前
回
の
見
学
は
竣
工
直
後
だ
っ
た
か
ら
、
早
い
も

の
で
十
二
年
ぶ
り
と
な
る
。そ
の
た
め
図
ら
ず
も
、

時
を
重
ね
た
建
物
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
を
再
確
認
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

こ
の
建
物
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
コ
ン
ペ
が
当

た
り
前
と
な
っ
た
現
在
で
は
珍
し
く
な
っ
た
が
、

も
と
も
と
は
、
一
九
九
六
年
に
行
わ
れ
た
沖
縄
県

主
催
の
公
開
設
計
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
、
最
優
秀
に

選
ば
れ
た
東
京
の
石
本
建
築
事
務
所
と
地
元
沖
縄

の
二
基
建
築
設
計
室
に
よ
る
共
同
企
業
体
案
に
基

づ
い
て
、
一
九
九
八
年
に
着
工
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
た
。
審
査
員
は
、委
員
長
の
近
江
栄
の
他
に
、

浦
添
市
立
図
書
館
︵
一
九
八
四
年
︶
や
浦
添
市
美

術
館
︵
一
九
八
九
年
︶
の
設
計
を
手
が
け
た
内
井

昭
蔵
、
美
術
評
論
家
で
世
田
谷
美
術
館
館
長
の
大

島
清
次
、
琉
球
大
学
教
授
の
福
島
駿
介
ら
十
三
名

が
務
め
、
最
優
秀
に
は
八
百
万
円
の
賞
金
が
与
え

ら
れ
た
。
博
物
館
と
美
術
館
を
含
む
全
体
の
規
模

は
延
床
面
積
二
万
五
千
五
百
㎡
の
広
さ
を
持
ち
、

県
外
か
ら
の
応
募
に
は
地
元
の
事
務
所
と
の
共
同

企
業
体
の
結
成
を
求
め
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
た

コ
ン
ペ
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
形
で
の

公
開
コ
ン
ペ
の
実
施
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。

　

同
館
が
公
開
す
る
年
表
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
県
に

は
、
戦
前
の
一
九
三
六
年
七
月
に
首
里
城
内
の
北

殿
を
使
用
し
て
開
館
し
た
沖
縄
郷
土
博
物
館
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
続
く
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖

縄
戦
で
全
焼
し
、
敗
戦
後
は
、
米
国
海
軍
の
軍
政

府
に
よ
り
残
欠
文
化
財
が
収
集
さ
れ
て
東
恩
納
に

沖
縄
陳
列
館
が
設
立
さ
れ
る
。
一
方
、
一
九
四
六

年
に
は
、
首
里
城
周
辺
の
廃
墟
か
ら
残
欠
文
化
財

の
収
集
活
動
が
行
わ
れ
、
首
里
市
郷
土
博
物
館
が

設
立
さ
れ
、
一
九
四
七
年
に
沖
縄
民
政
府
に
移
管

さ
れ
て
沖
縄
民
政
府
立
首
里
博
物
館
と
改
称
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年
に
ふ
た
つ
の
博
物
館

が
合
併
し
て
琉
球
政
府
立
博
物
館
と
な
り
、
一
九

七
二
年
の
沖
縄
の
日
本
復
帰
に
伴
い
、
沖
縄
県
立

博
物
館
と
改
称
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
戦
争
を
挟
ん
で
続
け
ら
れ
て
き
た

沖
縄
の
歴
史
文
化
を
守
り
伝
え
る
博
物
館
の
地
道

な
活
動
を
受
け
て
、
一
九
八
四
年
頃
よ
り
新
館
建

設
の
検
討
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
一
九
九
六
年
の

公
開
コ
ン
ペ
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
コ
ン
ペ
終
了
後
、
一
九
九
七
年
に
基
本

設
計
は
出
来
上
が
っ
た
も
の
の
、
県
の
財
政
難
に

よ
り
事
業
は
一
時
凍
結
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で

も
県
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
床

面
積
を
三
分
の
二
に
縮
小
し
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
り
、
工
事
費
を
当
初
予
算
の
半
分
ま
で
抑
え
る

形
で
、
二
〇
〇
二
年
に
日
本
復
帰
三
〇
周
年
記
念

事
業
と
し
て
建
設
が
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
に

現
在
の
姿
で
竣
工
す
る
。
こ
の
時
、
審
査
員
の
近

江
、
内
井
、
大
島
は
鬼
籍
に
入
っ
て
お
り
、
彼
ら

は
完
成
し
た
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

設
計
担
当
者
の
石
本
事
務
所
の
能
勢
修
治
は
、

外
観
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
琉
球
王
国
時
代
の
城

で
あ
る
グ
ス
ク
を
手
が
か
り
に
し
た
と
い
う︵﹃
新

建
築
﹄
二
〇
〇
七
年
十
一
月
号
︶。
そ
し
て
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
の
外
側
に
、﹁
グ
ス
ク
の

柔
ら
か
い
曲
線
や
琉
球
石
灰
岩
の
優
し
い
質
感
﹂

を
、
白
セ
メ
ン
ト
、
琉
球
石
灰
岩
、
サ
ン
ゴ
を
素

材
と
し
、
表
面
を
ラ
フ
に
削
っ
た
風
合
い
の
あ
る

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
を
差
し
掛
け

る
方
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
物
の
中
央
に
位
置
す
る
幅
四
〇
ｍ
、

奥
行
二
十
五
ｍ
、
天
井
高
十
四
・
三
ｍ
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
は
、
沖
縄
の
﹁
木
陰
の
空
間
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
交
流
の
場
と
し
て
尊
重
す
る
風

土
﹂
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
大
木

か
ら
木
漏
れ
日
が
落
ち
る
空
間
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

と
い
う
。
そ
の
た
め
、構
造
家
の
播
繁
の
提
案
で
、

﹁
ツ
リ
ー
﹂
と
呼
ん
だ
﹁
幹
と
茎
で
構
成
さ
れ
た

南
方
の
樹
木
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
で
鋳
鉄
の
よ
う
な
、

ざ
ら
っ
と
し
た
風
合
い
を
醸
し
出
す
ユ
ニ
ー
ク
な

ス
チ
ー
ル
製
の
柱
が
林
立
し
、
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か

ら
木
漏
れ
日
の
よ
う
な
自
然
光
が
降
り
注
ぐ
明
る

く
象
徴
的
な
空
間
が
誕
生
す
る
。

　

そ
し
て
、
建
物
の
屋
外
に
は
、
穀
物
な
ど
を
保

管
す
る
高
倉
や
赤
瓦
屋
根
の
民
家
、
県
庁
の
建
設

時
に
発
掘
さ
れ
た
湧
田
窯
が
展
示
公
開
さ
れ
、
そ

れ
を
取
り
囲
む
回
廊
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
わ
り
に

は
、
外
壁
と
同
じ
材
質
で
二
〇
〇
㎜
角
の
穴
あ
き

の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
が
差
し
掛

け
ら
れ
、
柔
ら
か
な
自
然
光
が
こ
ぼ
れ
る
居
心
地

の
良
い
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
訪
れ
る
と
、
意
外
に
も
外
壁
は
少
し
薄
汚

れ
て
は
い
た
も
の
の
、
回
廊
の
内
側
に
入
る
と
、

明
る
い
自
然
光
の
中
で
、
研
修
旅
行
な
の
だ
ろ
う

か
、生
徒
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
た
た
ず
ん
で
い
た
。

ま
た
、
建
物
の
中
へ
入
る
と
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・

ホ
ー
ル
に
は
た
く
さ
ん
の
来
館
者
が
あ
ふ
れ
、
あ

ち
こ
ち
で
談
笑
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
光

景
に
遭
遇
し
て
、
改
め
て
こ
の
建
物
が
着
実
に
歴

史
を
重
ね
て
い
る
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
せ
っ
か
く
米
軍
基
地
返

還
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
都
心
と
い
う
貴
重
な
敷

地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
計
画
的
な
配
慮
を
欠

い
た
ま
ま
場
当
た
り
的
に
開
発
さ
れ
た
の
か
、
周

囲
に
は
無
粋
な
商
業
施
設
が
建
ち
並
び
、
建
物
の

前
面
も
駐
車
場
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
帰
り
が
け

に
、
こ
の
建
物
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
一
連
の

グ
ス
ク
を
代
表
す
る
中
城
︵
な
か
ぐ
す
く
︶
城
に

も
立
ち
寄
る
。
柔
ら
か
く
加
工
し
や
す
い
琉
球
石

灰
岩
の
石
積
み
で
十
四
世
紀
に
造
ら
れ
、
美
し
い

カ
ー
ブ
を
描
く
城
壁
は
圧
倒
的
な
存
在
感
を
醸
し

出
し
て
い
た
。
そ
こ
は
、
美
し
く
も
厳
し
い
自
然

と
向
き
合
っ
て
き
た
沖
縄
の
人
び
と
の
営
み
の
原

風
景
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
建
物
が
同
じ
時

を
重
ね
な
が
ら
沖
縄
の
歴
史
文
化
を
受
け
継
ぐ
場

所
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

エントランス・ホールを見上げる

屋外展示スペース脇の回廊

沖縄県立博物館・美術館　2007 年
沖縄の歴史文化を受け継ぐ場所

記憶の建築
松隈　洋
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建
築
相
談
室
か
ら 

五
十
三

ま
だ
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
相
談

文　

橋
本
頼
幸

　

二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部

地
震
に
よ
り
約
四
〇
ｍ
に
わ
た
り
倒
壊
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
よ
っ
て
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生

し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し

た
。
地
震
直
後
の
建
築
相
談
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
に
関
す
る
電
話
相
談
や
現
地
相
談
が
急
増

し
た
こ
と
は
、こ
の
﹁
建
築
相
談
室
か
ら
﹂
の
コ
ー
ナ
ー

で
も
何
度
か
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
年

が
経
ち
ま
し
た
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
相
談
は
ま
だ

ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
壊
れ
た
と
き
の
責
任
は
？

　

大
阪
市
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
紹
介
の
相

談
で
す
。
築
三
十
年
の
中
古
住
宅
を
購
入
し
て
、

十
一
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
た
び
隣
家
か
ら
建
て
替
え

に
あ
た
り
、
建
物
解
体
後
に
相
談
者
所
有
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
な
い
か
確
認
を
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、
隣
地
は
相
談
者
の
敷
地

よ
り
も
六
〇㎝
程
度
低
い
が
、
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒

壊
し
た
場
合
は
所
有
者︵
相
談
者
︶の
責
任
に
な
る
の

か
？
隣
家
に
は
責
任
は
な
い
の
か
？
と
い
う
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
ブ
ロッ
ク
塀
の
確
認
に
は
一
般
的
に
基
礎
・

控
え
壁
・
鉄
筋
の
有
無
な
ど
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。

倒
壊
し
た
場
合
は
原
則
と
し
て
所
有
者
の
責
任
に
な

る
。
と
相
談
担
当
者
は
回
答
を
し
て
お
り
、
現
地

相
談
や
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
も
提
案
を
し
た
よ
う
で
す
。

安
全
で
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
見
つ
か
っ
た

　

築
二
十
年
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
。
今
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
隣
地
の
建
物
解
体
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
だ
と
判
明
し
た
。
確
認
申

請
で
は
、
既
存
塀
と
の
み
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

敷
地
の
周
り
に
は
同
様
に
塀
が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
不
明
な
も
の
、
控
え
壁

　
　
編
集
後
記

梅
田
武
宏

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
外
出
自
粛
が
続
く

な
か
、
私
た
ち
建
築
士
は
役
所
協
議
に
出
向
い
た

り
、
現
場
打
合
せ
が
必
要
な
場
面
が
あ
り
ま
す
。

マ
ス
ク
も
外
し
た
く
な
る
よ
う
な
炎
天
下
で
も
、

風
や
光
を
浴
び
な
が
ら
ま
ち
を
歩
く
の
は
や
は
り

気
持
ち
い
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
な
か
人
通
り
も

ま
ば
ら
な
駅
舎
や
各
地
の
庁
舎
は
い
つ
に
も
ま
し

て
、
モ
ノ
と
し
て
の
建
築
の
魅
力
を
伝
え
て
く
れ

ま
す
。
最
近
で
は
京
阪
宇
治
駅
の
連
続
す
る
ア
ー

チ
の
間
か
ら
差
し
込
む
強
い
光
や
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
の

不
意
打
ち
を
食
ら
っ
た
か
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の

自
由
通
路
、
京
都
市
役
所
分
庁
舎
の
陰
の
滲
む
よ

う
な
静
謐
な
空
間
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
、
ま
さ
に
そ

の
場
で
な
く
て
も
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
や
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
利
便
性
を
歓
迎
し
な
が
ら

も
、
間
や
場
所
、
歴
史
や
経
験
の
共
有
の
中
に
こ

そ
豊
か
さ
を
見
出
し
て
き
た
従
来
の
リ
ア
リ
テ
ィ

に
つ
い
て
も
進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。﹁
新
し
い

生
活
様
式
﹂
が
よ
り
多
様
で
包
容
的
な
生
活
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
変
容
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
地
域

で
起
こ
り
つ
つ
あ
る
魅
力
的
な
動
き
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
と
様
々
な
種
類
の

塀
が
混
在
し
て
い
る
。
控
え
壁
の
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
は
、
問
題
な
い
と
判
断
で
き
る

が
、
今
回
判
明
し
た
控
え
壁
の
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
種
別
の
不
明
な
塀
に
つ
い
て
、
施
工
業
者

や
分
譲
会
社
に
補
修
を
求
め
る
か
責
任
を
問
う
こ
と

は
で
き
る
の
か
？
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
築

二
十
年
な
の
で
責
任
を
問
え
る
か
微
妙
で
は
あ
る
が
、

先
ず
は
分
譲
会
社
や
施
工
業
者
な
ど
に
問
い
合
わ
せ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
調
査
を
協
力
し
て
も

ら
う
な
ど
で
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
な
の

か
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の
か
、
仮
に
補
修
・
補
強
が
必
要

で
あ
る
と
な
っ
た
場
合
ど
ん
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る

の
か
、
な
ど
を
分
譲
会
社
な
ど
と
相
談
さ
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
い
き
な
り
補
修
や
責
任
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
話
し
合
い
や
調
査
協
力
を

お
願
い
す
る
な
ど
か
ら
は
じ
め
て
み
ら
れ
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
、
と
相
談
担
当
者
は
回
答
し
て
い
ま
す
。

隣
が
危
険
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

　

隣
地
と
高
低
差
が
あ
り
、
隣
地
か
ら
隣
地
所
有

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
傾
い
て
き
て
お
り
、
危

険
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
隣
地
の
住
人
に
境
界
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
危
険
だ
と
言
う
こ
と
を
伝
え
た
が
、
激
高
さ

れ
て
話
を
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
い

い
か
？
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
た

ら
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

最
後
に
こ
ん
な
相
談
も
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

確
認
申
請
は
必
要
か
？

　
一
方
で
、﹁
敷
地
内
に
八
段
積
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
長

さ
二
〇ｍ
程
度
設
置
す
る
場
合
に
、
確
認
申
請
は
必

要
か
？
﹂
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。﹁
防
火
・

準
防
火
地
域
で
あ
れ
ば
必
要
で
す
。
ま
た
、
鉄
筋
、

根
入
れ
、
控
え
壁
な
ど
基
準
が
あ
り
そ
れ
ら
を
守
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。﹂
と
い
う
回
答
を
し
て
い
ま
す
。

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、︵
一
財
︶
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
は
、
ぜ
ひ
本
会
に
お
申

込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員		

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル	

一
〇
階
建		

不
整
形		

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】︵
敬
称
略
︶

大
野
義
照
︵
大
阪
大
学
名
誉
教
授
︶

坂　

壽
二
︵
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
︶

阿
波
野
昌
幸
︵
近
畿
大
学
教
授
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兵庫県林業会館　竹中工務店

　兵庫県内の林業関係団体が入るオフィスビル。当計画で
は街に対して CLT をガラス越しに表出させることで、ビル
が密集する都市景観に自然素材のやわらかな表情をもたら
している。また、1 階の表通り側に兵庫県産木材とその活
用方法を PR するギャラリーを設置し、一般の来訪者へと
開放している。都市型耐火 CLT 建築のプロトタイプとして
開発した「CLT＋鉄骨ハイブリッド構造」は、鉄骨による
大スパン空間の実現と耐震要素である CLT 壁パネルの自由
な配置が可能であり、多様な用途・規模の建物へと展開で
きる。当計画が都心部への木造建築の導入の契機となって、
木材消費の促進と都市景観の向上に寄与することを期待し
ている。

撮影：母倉知樹　第 12回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
山田義浩（やまだ・よしひろ）
1965 年 福井県生まれ
1988 年 東京理科大学工学部建築学科卒業
1990 年 同大大学院工学研究科建築学専攻修了後、
 竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部長

森　　稔（もり・みのる）
1986 年 広島県生まれ
2009 年 九州大学工学部建築学科卒業
2011 年 同大学大学院人間環境学府空間システム
 専攻修了後、竹中工務店入社
現　  在 竹中工務店大阪本店設計部設計第 5部門
 設計 1グループ主任

■建物データ
設　　計：竹中工務店
施　　工：竹中工務店・
　　　　　大和ハウス工業 JV
所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：事務所
竣　　工：2019 年 1月
構造規模：CLT+S造、RC造
　　　　　5階
敷地面積：355.24 ㎡
建築面積：310.49 ㎡
延床面積：1,567.10 ㎡


